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　　　A－n2デンプンの水中加熱のみによる加水分解ぱ聞寸る鳶光一生成i･る低分

　　　　　　子少糖類､・ついて一一武庫川女大家政゜大彰歌色　山野差手　大＆正三

　目的　従来かろ　デンプンは水懸濁液として酸、μ素など･t 用いて加れ分解するの

加常識である。し力ヽレ調理ではデンアン音量の多い肘料を加熱するこどか多く。太

で‘煮るこヒによる加水分解の親度を知る必乖衣ある.そのような加熱てヽ･l±.デンプン

れ階岐的加水亦解をおこし比較的あ分^のi の､よ、加熱汁液の動産£瘤加するてヽ‘あう

うし、比較的低分手・瀦頬i力、なり集成するはずてヽ‘ある。このこい・つい-X、まずデ

こ･アこ。を構成する高分子物質てり)るアミロ-ス､ヒアミロペク手ンについて酸加水分解

による水解物生成状態乞調べ･. 更､-.そ。混合物r.ついて火験色行い、次いX･市販のデ

こ・アン、米和ぺついてjK 中ボ]杷､･こ､よる加戻分解実験を行った。

　方法　了ミa -ス. 了ミロベク手ンの法政加水分鮮は。翁濃友囃χ　塩政濃友む籾

吋A/の二通k L, 器内灸友卯～即゜Cに'i.･るよと)湯海上､ヽててえ｡時朗X＼tぷ時順一芦u^ 包

行い与C)ご中和後/0.00 ゜r.P‰ふ/'分詞超iS. ･^ヽ分敵城に力、け。よ｡庚､-.つさ海況ぶ^6-･0

を周いて￥,しa 過分画き行った。デこ｡プこ｡癩の水中加熱蔵峰ば、試料量・､ぷりk回^を

油洛中にて降゜;I"　めろ時μ和熟､K解£行はしめZりooぺ％λ･o分周超遠心分継為､-

ヵ、ヽTよ､浪r.ついてゲ､し口過分画を行。た。末端。逼元基。定量はソ毛ギ･ネんソこ。汰

を｡用いた。

　結果　アミロ- 叉、了ミa ベク&こ。を塩酸Tヽia水分解すb t i濃友・濃､｡ヽむのほt-

単僥まで。加ﾌﾟK分解れ進七ヽこii 加わi＼っf'. 加工､した試薬デしアし頬・水中加熱処理

では少糖頬の生成抑3､fc. んどなく. 束､'^^.

　　　A－113 S ≪ト・と2｀タ=. >-ご合量にフいで　（第一報）

　　　　　　東京学失r.　o榎本枝美丿　元山正

　回吟　にs:卜isr ビ9 sンご結球とレざ剃用々九ることが多。ヽが，市場ど入手どきる

も･z･ぼ，まだ膏，ヽうちに疵。Z 呻荷された=ものぞ力る。われわ裁♂饗悍,こ入手しﾉr. い

% ＼ヽ2ト・ﾋJ' タ2. ンC <n豪七,こついて知;% 局的どふの硬錬を行。β。

　が宏　か摩熹喝斉堵レr=｡ト1 トおぷび製販。ﾄ- マK )ニフき，鳶蔡攻。｡遂い(肯い

ものと｡亦いもの），あるvヽは係存じたもの｝こついr t こラダソラ去)こよ]) ビ｀タ=.ン（ご｡包

痍疋1ﾉ＆。

　弛泉　農場ぞ禽嶮レフt.も'0 ＼ つ̂いt. ＼・，青い=ものの方がどタ-B.ンご♂多＜，示（葛

色レたも,りnビ｀々= >ごが漸々すか噴刻が濁% 。まrと骨いそりりを保存レて£^ と，段

H ＆参之箔色レ･ごくゐが，どダsンご｡ぱ戎ケレでくる傾向がみJうれろ。

　市販。ト竃卜to ビタ^.-y ど＼こ｡つ。ヽてぱレ劃足値にば乃っ,きがみラ軋るが’，乎殉

λOり沁ざヽ食画機甲或か表･こ尽され7乙佃と｡刄格一致レひヽfc．レかレこc,庚軟･^:，

襄期丿乙行な勿外忽φ･りど，ビう- ，レ霞雍岑が行uわ或る他。養分にフ，ヽてか煮赦£紡

げ乃予it. であり。


